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開校１４５周年 

 
副校長 和田 正典 

日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力を賜り感謝申

し上げます。朝夕は涼しい日が増え、秋の気配を感じます。

スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋、運動するにも勉強す

るにも最適な季節になりました。児童一人一人が目標をも

って様々なことに挑戦してほしいと思います。 

さて、本校は１０月２日に開校１４５周年を迎えます。

明治１１年に開校し、当初は、児童数８０名と現在とは比

べものにならない人数でした。次第に児童数が増加し、２

つの分教場を作ることになります。昭和７年には大田区で

初めて３階建ての鉄筋校舎ができました。鉄筋校舎の完成

の陰には、「子供たちのために」と地域の方や保護者、多

くの関係者の努力があったそうです。昭和２２年には、東

京都大田区立東調布第一小学校と現在の校名になりまし

た。そして、現在児童数６６４名（令和５年９月２９日現

在）が在籍する学校へと発展を遂げています。 

１０月２日には、委員会やクラブの児童が中心となり

様々な企画を考え、全校児童が楽しく盛大に開校１４５周

年をお祝いし、皆が共に喜び合える記念集会を行います。

また、１０月１４日には、来賓をお招きし、全校児童を代

表して４～６年生が参加する記念式典を実施します。１～

３年生は、リモートでの参加となっています。この度、開

校１４５周年に際し、ＰＴＡから記念品を寄贈していただ

きました。この場をお借りし、厚くお礼申し上げます。 

本校はたくさんの方々に支えられ、輝かしい歴史と伝統

を創り上げてきました。感謝の気持ちに絶えません。また、

この開校１４５周年という節目に立ち会えたことを子供

たちと共に教職員一同大変嬉しく思っております。 

本校はこれからも５年、１０年と歴史を重ねていきま

す。５年後は開校１５０周年を迎えます。教育活動の更な

る充実へ向け、今後とも引き続き、保護者、地域、関係機

関の皆様方のご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 
 

 

 

１０月の生活目標 

体をしっかり動かそう 

 
生活指導部  近藤 雅尚 

朝夕、涼しくなり秋の気配を感じます。秋といえ

ば、食欲の秋、芸術の秋、読書の秋など様々な秋が思

い浮かばれます。スポーツの秋もその中の一つです。

今月はスポーツの日もあり、新しく何かスポーツを

始めてみようと思っている人もいるのではないでし

ょうか。 

皆さんもご存じのように、適切な運動は健康にと

って非常に重要です。体を動かすことにより、体力を

向上させるだけではなく、ストレスを解消し、集中力

を高めることができます。学校でも体を動かすイベ

ントがたくさん予定されています。 

今月は長縄大会があります。長縄はみんなで協力

して跳ぶことの楽しさも味わえます。一人で体を動

かすことも楽しいですが、みんなで一緒に体を動か

せば楽しさも増してきます。毎日こつこつ練習しな

がら、風邪に負けない体を作りましょう。 

 

 

開校記念式典 

周年委員長 坂本 秀一郎 

 東調布第一小学校は、明治１１年に嶺鵜小学校と沼

部小学校の２つの学校が母体として開校しました。開

校以来、長い時を経て子供たちと保護者の皆様、地域

の方々と共に成長してきました。そして今年、本校は

１４５周年を迎えることができました。 

この特別な年を記念して、一年を通じて様々な行事

を計画・実施しています。その中でも最も大切な行事

となるのが、１０月１４日（土）に開催される「開校

記念式典」です。当日は、４・５・６年生の児童が中

心となり、開校１４５周年を祝う呼びかけと歌を披露

します。本校の歴史や現在の様子、未来に向かっての

メッセージなど、みんなの思いが伝わるように、現在

練習を積み重ねています。 

この記念すべき日に、子供たちと保護者の皆様、地

域の方々と共に学校の歴史や未来に思いをはせなが

ら、感謝の気持ちを分かち合いたいと思っています。 

 

お知らせ 

「令和５年度 大田区立東調布第一小学校 自己評価報

告書をホームページに掲載しましたので、取組内容や取

組指標、目標に対する成果指標等ご確認いただければ幸

いです。 



クラブ活動 

特別活動部 松村 拓樹 
今年度は、校庭運動、体育館運動、屋上運動、ダンス、

卓球、バスケ、パソコン、家庭科、音楽、ゲーム、漫画ア
ート、演劇、鉄道、工作、科学の１３のクラブが活動して
います。 

クラブ活動は、共通の興味・関心をもった４年生以上の
学年の児童で集まり、自発的に活動する時間です。１年
間、４・５・６年生が学年の枠を超えて活動するので、異
学年の仲間と互いに教え合ったり助け合ったりと協力
し、交流を深めることができます。私が担当している校庭
運動クラブでは活動の計画、準備や片付け等をクラブ長
と６年生が中心となって行っています。 

                             

                                  １０月行事予定表 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内容 

1 日 都民の日 

2 月 お話朝会 開校記念日(145周年) 記念集会  

3 火   

4 水 区教研 

5 木 遠足（４年） 

6 金 読書活動 研究授業(２年)  

7 土  

8 日  

9 月 スポーツの日 

10 火 お話朝会 安全指導 

11 水  

12 木 体育朝会（１、３、５年） 

13 金 読書活動 

14 土 開校１４５周年記念式典 土曜授業 

15 日  

16 月 お話朝会 早寝早起き朝ごはん週間始 クラブ活動 

17 火 音楽朝会 自転車教室(３年) 駅伝練習 

18 水  

19 木 遠足(３年) 駅伝練習 

20 金 読書活動 連合音楽会(４年) 

21 土  

22 日 早寝早起き朝ごはん週間終 

23 月 お話朝会 クラブ活動 

24 火 出汁の授業(５年) 縦割り班活動 駅伝練習 

25 水 避難訓練 

26 木 体育朝会（２、４、６年） 校外学習(５年) 

27 金 読書活動 就学時健康診断 

28 土  

29 日  

30 月 お話朝会 校外学習(２年) 委員会活動 

31 火 ICT タイム 薬物乱用防止教室(６年) 駅伝練習 

６年生だより 
６年担任 坂本 秀一郎 

 ６年生は、東一小の最高学年として様々な活動に責任感をもって取り組んでいます。縦割り班活動では、各学年が
楽しく交流できる遊びなどを自分たちで考え話し合い、計画から運営まで行っています。４回目の活動を行いました
が、毎回下級生の笑顔が見られるように工夫しています。委員会活動では、学校の仕事に責任をもって取り組むだけ
でなく、５年生に仕事を教えるなど、意欲的に取り組んでいます。また、クラブ活動でも４・５年生をまとめて楽し
く活動ができるように、細かく声をかけて活動を行っています。 
１０月１４日（土）に行われる開校１４５周年記念式典では、６年生が代表となって呼びかけを行います。子供た

ちは、一言一言を大切にして練習を行っています。その姿には、子供たちがこれまでの学校生活で得てきた経験や自
信、仲間との絆を感じさせます。各クラスや６年生全体で言う場面では、迫力のある声を響かせています。 
６年生が東一小で過ごすのも、残り６か月となりました。２学期の始業式に校長先生から「何事にも全力で取り組

みましょう」というお話を聞きました。これからの行事や活動、そして友達との関わり方など、一つ一つの意味や意
義を考えて、何事にも全力で取り組み、卒業までの残りの日々をさらに成長していってほしいと思います。 

５年生伊豆移動教室           
５年担任 安田 美起   

 
９月１２日・１３日は１泊２日の伊豆高原移動教室で

した。まずは残暑厳しい折、すべての行程を予定通り実
施することができ、無事に行って帰ってきたうえに学び
の多い宿泊行事となったことを嬉しく思っています。子
供たちは、小学校生活初めての移動教室。行く前は不安
や期待、様々な思いをもっていましたが、いざ行ってみ
るとあっという間に時間が過ぎたようです。多くの子供
が、「最高に楽しかった。」と口にしていました。    
平成２７年度に、全面改築された大田区の施設である

伊豆高原学園での生活は快適でした。施設の中には、宿
泊棟、大きな食堂に浴室、体育館、天文台などが完備して
あります。１日目はぼら納屋からハイキングにて学園ま
で行き、２日目は学園の近くにある大室山、シャボテン
公園の見学を実施しました。宿泊活動中は、班長、食事、
レクリエーション、生活、保健の係に分かれ、一人ひとり
が責任をもって班のために仕事を担当していました。今
回、初の宿泊行事でも大きなトラブルや事故もなく実施
できたのは、移動教室がよりよいものになるように準備
がしっかりできていたこと、個人ではなく団体での行動
はどのように協力したらよいのかを友達と一緒に考えて
行動できたからこそではないかと感じています。 
初の宿泊行事での移動教室は、たかが１泊、されど１

泊と思うほど内容の濃いものとなりました。ハイキング
や大室山、シャボテン公園の見学では、普段では味わえ
ない自然を体全体で感じたり触れたりしました。友達と
共に過ごした時間は、きっと一生の中でも印象深い思い
出の一つになったことでしょう。さらに移動教室での体
験が充実したものになるように、学んできたことを整理
したり次の学年に伝えたりしてまとめ学習をします。 


